
越路町商工会女性音s

西脇郁子

①:管工事業

②:服飾デザイン・手芸・茶道 ・ポール
ルームダンス

③:下回I<l:、県の南に位冒し、豊かtJ.自
然があり、八十里越え道路の建盟主中で

す@五十嵐川が流れ1ごいτ、肥沃芯大
地からおいしいお米がとれます。部員

の皆さんと大き芯ロマンを共有し、女

性が輝く、地域に根ざレた活動者きして
いきたいと思います。よろしくお願い

します。

①:ガソリンスタンド(生保j員保代理盾)

②:ゴルフ

③:部長2期固で今年県女性連理事とい

う大役を引き受ける事となりました.

伺の取り柄も芯い私ですが、部員の皆

さんと仲良く地域活動をレていく事を

モットーにしております。どうぞ宜し

くお願いします。

①:建設業

②:フラダンスバレエ鑑賞

③:就任早々、湯之谷商工会女性部は主

~発表大会で貴重優秀賞に輝き、関東フ

ロック大会に進出と、笛篠の御協力で

活気あるスタートとはりました。その

中で組織役割がほんの少し見えたよ

湯之谷商工会女性部 うに患います。よろしくお願いします。

田原登志子

①:ガソリンスタンドー LPガス血圧兜
②:銃密 音楽銭貸(どん花王分野でも
OK) 
③部長となり2期目。部長等研修会や
全国大会等で色々私方にお会いする機
会が熔え、勉強に忽ることばかりです.
皆さんの活動を見聞きし、私も頑張ら
ねば!!!と思う次第です.
今年度かう県女性連理事を仰せつかり、
またまた勉強さゼていただいています。
都員の元へ情報を伝えていく役目がで
きたらと思います。
どうぞよろしくお願いいたします。

①:飲食業

③:フラワーアレンジメント

③:女性部の部長をお引き受けし、霞初

はどうしたら良いかと戸惑いましたが、

今は色々な事を緩厳させて頂き感翻し

ています。また多くの方々との出会い

を大切にし、皆様の知際を吸収しなが

ら頑張りたいと思っております.どう

ぞよろしくお願い致します。

①;自動車販売重量備幾ー受容 健康事業
③:絵画(花 。人物函)・熊腹興家鐙~闘 。
料理ーおいしい物食べ歩き旅行
③:女性部長1年目で、 県女性iI!役員という
大役にI!l初i手戸思いましたが.今I草与えら
れた役i駿を U¥イ聖書んで』と何事もプラス
恕考でやコて行をたいと恩コております.
そして、来蛍淫量畏と同じ佐渡出身ですので‘
大変心強く衝しく思います.rワイワイが
やがや」小宮い事阜、。泊めてみるを含曾孫
に今ある物を生かし‘明るく楽しく皆織と
地域おこし町おこしに酒造車しております.
来年ζそ1車、佐遣の金銀山が世界遺鐙登録
になる事を飼い、.n，;緩します.宜しくお願
いし志官.

5 新潟県商工会女性部連合会

関E聖地区商工会女性部

高橋裕子

①: i霊祭廃築物中間処理業、建設業
②:旅行、読宿(小説、漫画もあり)、

ショッピング等

③:回り醤の巡り合ゼとは言え、『県女
性連理事jが宋黙な私の時にやって来

てこの度仰せ付かる事ι花王IJlFした.
なかなか経験出来る事では無いと思わ

れますので良い織会と提え、少しで

も、県女性連、地元女性部の為に微力
ながら頑湿りたいと患いますので宜し

くお願い致します.

① 工具、主木貸材の販売
② トランポピクス、ガーデニング

③:部長2賂自で県女性連理事の筆資を
短う事に忽り、身の引き締まる患い
です。

微力ではありますが、「和Jを大切に
して『女性部に入ってよかったjと

思っていただける活動をしていきたい
と患います。

3年間、一生懸命頑張りますのでよろ
しくお願いいたします。

① :建築、曳家業

①歓を聴く、歌うとと

③:皆さんのお話から色々花王活動がある

ととを実感しています。

刈羽村では今年も、花いっぱい運動や

ふるさと祭りに出居していまI言。

部員と協力して、地減を元気にする手

伝いが出来たうと思っていま言。

どうぞよろしくお願いします。

①:一般金物販売・設備工窃・燃籾LP
ガス販売・新聞販売
②:映画鐙鎚(必す家僚と一緒!) 
③:今年度より女性部部長、そして県女
性連理砺の大役を引き受けることに主主
りました。今与えられたチャンスをし
っかりと受け止め、ひとつでも多くの
情報を部員の皆銭にお伝えできるよう
頑張ってまいります。どうぞ宣しくお
願いいたします.
{里山に練り広げられるアートをぜひ
見に来てください。}

① .造園業

(g):お客織との会話、旅

③ r笑う門には福来たる。泣いても伺
も変わら'f;J.いJ
小さな女性部ですが、皆で協力してい

ます。

地域の元気を県女性連での活動lζ活か

していけるよう白々精進です。

① .金属製昂製造業

②'健康の為の太極拳

③:との度、県女性連監事という大役を

仰ゼっかり大変恐縮しております。女

性部長も2期目に入りましたが、まだ

まだわかう忽いことばかりです。その

中で他の商工会の首纏方との交流が活

動の上で大変参考に怒ります。今後も

分水商工会女性部 交流を通して監事の仕事や地元商工会

古憲 良子 の活動に生かしていきたいと思います。



女性部長等研修会蹴峨1陸部錦織大会
5月11日(月)-12日(火) 月岡温泉「白玉の湯華鳳J

五
月
十
一
日
(
月
)
総
会
終

f
後、

女
性
部
主
張
発
点
大
会
並
び
に
女

性
部
長
等
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。県
内
六
プ
ロ
ッ
ク
か
ら
選
出
さ
れ

た
代
表
者
六
名
か
ら
主
張
を
発
表
し

て
頂
き
ま
し
た
。
(
後
述
)

そ
の
後
、
全
同
商
工
会
連
合
会

小
規
模
企
業
支
援
強
化
本
部
長
宮

本

周

司

氏

よ

り

、

「

女

性

の

活

蹴
と
小
規
模
事
業
者
の
こ
れ
か
ら
」

と
題
し
、
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

講
師
の
宮
本
氏
は
、
石
川
県
で
従

業
員
三
名
で
酒
蔵
を
営
み
、
平
成
ニ

ト
二
年
度
ま
で
全
国
商
工
会
市
年
部

連
合
会
長
を
務
め
て
お
り
ま
し
た
。

お
客
様
の
価
値
は
日
々
変
化
し
て

お
り
、
も
の
だ
け
を
売
る
の
で
は
な

く
、
付
随
す
る
雰
囲
気
、
空
間
な
ど

も
重
要
視
さ
れ
、
伝
わ
る
理
由
が
あ

れ
ば
単
価
が
上
っ
た
と
し
て
も
売
れ

る
。
個
々
の
強
み
を
連
携
さ
せ
て
新

全国商工会連合会

小規模企業支援強化本部長

宮本 周 司 氏

た
な
価
値
を
創
出
す
る
取
り
組
み
を

し
、
地
域
に
あ
る
資
源
を
有
効
情
用

し
て
事
業
を
活
性
化
さ
せ
て
ほ
し
い

と
の
内
容
で
し
た
。

一一
口
目
は
、
側
ア
テ
1
ナ
ソ
リ
ュ

1

シ
ヨ
ン
代
表
取
締
役
立
石
裕
明

氏

か

ら

「小
規
模
企
業
振
興
基

本
法
制
定
の
裏
話

1
あ
な
た
に
も

分
か
る
小
規
模
基
本
法
i
」
と
題
し
、

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

兵
庫
県
淡
路
島
出
身
で
兵
庫
県
尚

工
会
行
年
部
連
合
会
長
の
経
験
が
あ

る
立
石
氏
は
、
家
業
の
温
泉
旅
館
が

阪
神
淡
路
大
震
災
で
被
災
し
、
事
業

再
建
に
伴
う
体
験
談
や
経
営
の
見
直

し
、
試
算
表
や
棚
卸
の
大
切
さ
、

小
規
模
企
業
振
興
基
本
法
の
活
用

方
法
な
ど
述
べ
、
講
演
を
締
め
く

く
り
ま
し
た
。

事
業
に
携
わ
る
女
性
と
し
て
、

大
変
参
考
に
な
る
講
演
で
し
た
。

閥アテーナソリューション

代表取締役 立石裕明 氏

女
性
部
主
張
発
表
大
会

6 

th 

r ~塑及びテ-.... て包艶(~f，)il!虫哩)告最優秀賞

久
保
釜

U 

湯之谷商工会女性部

星 恵美子

名

立

女
住
部
活
動
巳
参
加
し
で

5
少
仲
ゆ
い
行
ゆ
が
ら
も
楽
し
い
活
動

1

相

川

西

村

幸

子

女
性
部
活
勘
と
地
岡
崎
匹
敵
興

・
ま
ち
づ
く
り

5
全
国
巳
届
け
H
地
爆
の
宝
i

潟

東

湯

川

真
理
子

女
位
部
活
動
と
地
場
録
興

・
ま
ち
づ
く
り

5
カ
モ
ね
ぎ
ま
つ
り
を
と
お
し
て
i

三

島

町

野

崎

光

子

小

川

登
紀
江

代
議

女
健
郎
活
動
に
参
加
し
で

5
人
と
の
繁
が
り
5

荒

川

遠

山

女
住
郡
活
動
に
参
加
し
て

i
w滋
を
通
じ
て
心
は
ひ
と
つ

c
i

湯

之

谷

墨

恵
薗胃
子

女
位
mm活
動
に
参
加
し
て

ー
小
さ
は
積
ゐ
窟
ね
で
、
地
元
再
発
見
1

5-he
 

ありがとう
ございました

八
重
子

2015. 9第66号

主
張
発
表
大
会
は
、
日
頃
の
女
性
部
活
動

等
を
通
じ
て
得
た
体
験
や
成
果
等
を
発
表
し
、

相
互
研
領
す
る
こ
と
で
、
女
性
部
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
の
意
識
の
荷
揚
や
資
質
の
向
上
を
阿

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
削
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

審
査
委
員
長
の
新
潟
日
報
社
高
橋
昨

報
道
部
次
長
を
は
じ
め
、
六
名
の
審
査
委
口

に
よ
る
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
最
優
秀
賞
(
県

知
事
賞
)
に
は
、
湯
之
谷
商
工
会
女
性
部
の

昌
恵
美
子
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

他
五
名
の
方
々
に
は
優
秀
賞
(
県
受
套
き

が
附
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
最
優
秀
賞
受
賞
者
の
昼
さ
ん
は
、

新
潟
県
代
表
と
し
て
七
月
九
日
(
木
)
1十
日

(
金
)
に
埼
玉
川
以
さ
い
た
ま
市
大
宮
ソ
ニ
ツ
ク

シ
テ
ィ
大
ホ
l
ル
で
開
催
さ
れ
た
、

「関
東

ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
女
性
部
主
張
先
次
大
会
」

に
出
場
さ
れ
ま
し
た
.

昨
年
、
湯
之
谷
商
工
会
女
性
部
か
ら
、
「
来
年
の
商
工
会
女
性
部

主
蛋
発
表
大
会
の
発
表
者
巴
、
星
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
定
」
と、

突
然
の
依
頼
巳
、
と
て
も
驚
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
主
蛋

発
表
大
会
ガ
あ
る
と
い
う
こ
と
は
知
っ
て
い
ま
し
を
が
、
詳
し
い

事
万
全
<
分
か
ら
ず
、
ま
ず
は
こ
の
大
会
を
知
る
事
か
ら
始
ま
り

ま
し
走
。
そ
し
て
、
初
め
て
の
事
巳
戸
惑
い
竹
ゆ
が
ら
も
、
隈
ら
れ

左
半
年
と
い
う
時
聞
の
中
で
、
原
稿
を
書
き
、
準
備
を
進
め
ま

し
足
。
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
で
は
、
湯
之
谷
応
援
団
の
他
、
県
女
性
連

の
皆
様
の
盛
大
怠
応
援
を
頂
き
軒
ゆ
か
ら
、
あ
の
大
舞
台
巴
立
て
定

事
は
、
も
う
二
度
と
無
い
経
験
だ
と
患
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て、

余
興
で
踊
つ
定
『
栃
尾
叉
小
唄
』
仁
参
加
し
て
く
だ

さ
っ
疋
部
員
巴
感
謝
し
て
い
ま
す
。

最
後
巴
。
皆
さ
ん
、
合
回
の
発
表
の
舞
台
巴
怠
つ
足
湯
之
谷
温

泉
郷
巴
、
是
非
お
越
し
下
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
!
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七
月
九
日
(
木
)
か
ら
十
日
(
金
)
の
二
日
間
、
埼
玉

県
に
て
、

一
、一

O
O名
を
超
え
る
参
加
者
の
も
と
関

東
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
女
性
部
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
新
潟
県
か
ら
は
九
十

一
名
が
参
加
し
、
和
太

鼓
演
奏
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
、
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

一
日
目
は
さ
い
た
ま
市
「
大
宮
ソ
ニ
ツ
ク
シ
テ
ィ
」

を
会
場
に
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
主
張
発
表
大
会
が
開
催

さ
れ
、
各
都
県
女
性
連
代
表
十
一
名
に
よ
る
発
表
が

あ
り
ま
し
た
。
県
大
会
を
勝
ち
抜
い
て
き
た
代
表
た

ち
の
発
表
は
皆
素
晴
ら
し
く
、
レ
ベ
ル
の
高
い
大
会

と
な
り
ま
し
た
。
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

城茨 良 県静岡 秀 木栃

県 賞 賞 県
つ
河津商
大平

ぱく
商町

市商 工iZコ』E、 工
工 .6.. 

:z::s: 
.6.. 
:z::s: 

高 崎島 土
野 屋

由

培美 公 美
子 子

氏 氏 氏

主
張
発
表
大
会
に
続
い
て
、

T
B
S
テ
レ
ビ
報
道

局

解

説

・
専
門
記
者
室
長
の
杉
尾
秀
哉
氏
か
ら

「
報
道
か
ら
み
た
こ
れ
か
ら
の
日
本
」
と
題
し
て
講

演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
日
本
経
済
の
発
展
に
は
女
性
の
労
働

力
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
女
性
の
社
会
進
出
が
い

か
に
重
要
で
あ
る
か
を
述
べ
ら
れ
、
女
性
部
員
に

と
っ
て
、
心
強
い
お
言
葉
で
あ
り
、
と
て
も
有
意
義

な
内
容
で
し
た
。

そ
の
後
、

「
浦
和
ロ
イ
ヤ
ル
パ
イ
ン
ズ
ホ
テ
ル
」
へ

移
動
し
、
約
五
五

O
名
の
参
加
者
の
も
と
、
情
報
交

換
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
都
県
か
ら
芸
能
が
披
露

さ
れ
る
中
、
新
潟
県
は
揚
之
谷

商
工
会
女
性
部
が
「
栃
尾
又
小

唄
」
を
披
露
し
、
大
変
和
や
か

な
雰
囲
気
の
中
、
他
都
県
の
女

性
部
の
皆
犠
と
交
琉
し
ま
し
た
。

翌
日
は
、
「
川
越
ま
つ
り
会

館
」
を
見
学
し
た
後
、
蔵
造
り

の
街
並
み
を
視
察

・
散
策
し
ま

し
た
。
「
東
天
紅

J
A
C
K
」

に
て
昼
食
を
と
っ
た
後
、

一
路

新
潟
へ
向
か
い
、
二
日
間
の
日

程
を
終
了
し
ま
し
た
。

恵美子さん星新潟県代表

関
東
ブ
ロ

ッ
ク
交
流
会
に
参
加
し
て

湯
之
谷
商
工
会
女
性
部

監
事

星

昌

美

今
年
の
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
交
流
会
は
、
と
て
も
思
い
出
深

い
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
我
が
湯
之
谷
商
工

会
が
県
の
代
表
と
し
て
主
張
発
表
に
出
場
で
き
た
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
そ
の
こ
と
が
部
員
の
心
を

一
つ
に
し

て
く
れ
た
か
ら
で
す
。

発
表
者
の
堂
々
と
し
た
力
強
い
発
表
と
、
そ
れ
ま
で
の

真
剣
に

一
生
懸
命
取
組
む
姿
が
多
く
の
部
員
に
感
動
を
与

え
、
心
か
ら
彼
女
を
盛
り
立
て
応
援
し
よ
う
と

一
つ
に
な

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。
こ
の
貴
重
な
経
験
は
、
こ
れ

か
ら
の
女
性
部
活
動
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
て
く
れ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
女
性
部

交
流
研
修
会
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朝
日
商
士
会
女
性
部

部
長

木
ノ
瀬

里

美

埼
玉
県
で
開
催
さ
れ
た
研
修
会
で
は
、
各
プ
ロ
ッ
ク
代

表
十

一
名
の
発
表
が
あ
り
、
す
べ
て
の
方
が
す
ば
ら
し
い

も
の
で
し
た
。
女
性
部
の
活
動
の
意
気
込
み
に
感
動
し
、

発
表
を
聞
い
た
後
は
郡
内
女
性
部
部
長
五
名
で
、
私
た
ち

も
何
か
や
ら
な
く
て
は
と
、
パ
ス
の
中
で
意
見
交
換
を
し

な
が
ら
、
に
ぎ
や
か
に
移
動
し
ま
し
た
。

ど
の
地
区
も
女
性
部
の
課
題
は
、
会
員
減
少
、
高
齢
化

と
い
う
事
で
す
@
そ
ん
な
中
い
ろ
ん
な
ア
イ
デ
ィ
ア
で
女

性
部
を
盛
り
上
げ
頑
張
っ
て
い
る
の
を
参
考
に
、
私
た
ち

も
出
来
る
こ
と
を
探
し
活
動
し
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

新潟県商工会女性部連合会



~地域の魅力“いいとこ"“いいもの"発信 !~

蕗工会女性部おもてなし交流事業「おもてなしプランj
全女性連事業である 「おもてなし交流事業jは女性部や地域の活性化、女性部員同士が交流し、鮮を深め

ることを目的としています。女性部員だからこそ知っている地域の魅力に溢れたプランを募集しております。

新潟県からは昨年度に引き続き相川町商工会女性部、二和地区商工会女性部、能生商工会女性部、山古志

商工会女性部、神林商工会女性部から応募がありました。県内の各商工会女性部から、四季折々で違った魅

力のある新潟ならではの素敵なプランを募集しておりますので、ご応募よろレくお願いいたします。

相川問商工会女性部

「大佐渡石名天然杉への散策」ヒ

「京町音頭流し~官乃舞-J体験プラン
<受入可能期間> 天然杉 :6月中旬~

宵乃舞 :6月第1土日

二和地区商工会女性部

季節の花めぐり、和を悲し屯<R'Eマなしツアー
<受入可能期間> ツツジ :5月中旬~下旬

植物園 :4月-11月

能生商工会女性部

能生ま3ごヒ体験プラン
<受入可能期間> 9月-10月

山古志商工会女性部

山古志のお老マなし

í-山古志高工会女性部によ~

お老マなし事業-J
<受入可能期間> 5月--11月

神林商工会女性部

北前船ヒ港町高人の町屋 『塩谷の町屋散策j

<受入可能期間> 平成27年10月11日~ @尚4会帥 [低五倍:..)

応募のあった 「おもてなしプランjは、下記のURしからご覧いただけます。
女性部の視察研修や親睦旅行に利用ください。 http://www.women.shokokai.or.jp/

第17固商工会女性部
日 程 :平成27年10月7日(水)-8日(木)

大会 :NHKホール

全国大会 inTOKYO 受流会:京王プラザホテル

【県女性連正副会長】

末武綾子 ・星野裕子
柿 本 美恵子 ・板垣美子

秋山美千代

【事務局】
新潟県商工会連合会組織指導課
fしなの川J担当係
電話 025-283-131 1 
FAX 025-285-1252 
http://www.shinsyoren.or.jp/ 
women/women.html 

直亙E

， ， 

ご清覧いただきありがとうございました.
本誌の発行に際しまして、ご多忙の時期に関わらず、ご寄稿等ご協力頂きまし
た持様方には深く感謝申し上げますo rしなの)IIJも本号で66号となりました。
編集に携わりながら、女性部活動の魅力を改めて感じることができました。
今後も充実した昔、町内容になるよう各女性部の持機のご協力をいただきながら、
がんばってまいりますので、掲載希望等がございましたら、事務局までお申しつ
けください。今後ともよろしくお願いいたします。
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